
  

薬学委員会 医療系薬学分科会(第24期・第2回) 
 
日時:平成30年5月24日 10:00〜12:00  
場所:日本学術会議6階 6-A 会議室(1) 
出席者(敬称略):望月眞弓、伊藤美千穂、今泉祐司、笠原 忠、黒川洵子、合田幸広、 小松

かつ子、堤 康央、小松 かつ子、高倉喜信、寺崎哲也、橋田 充、南 雅
文、安原眞人 

 
議題   
(1)前回議事録案の承認について 
(2)第24期の活動方針について 
(3)その他 
 
議事録 

◎議題（１）前回議事録案の承認について 
 
— 前回議事録案（平成30年1月23日、薬学委員会 医療系薬学分科会（第24期・第1回））

を承認した。 

◎議題（２）第24期の活動方針について 

— 寺崎委員長から、ビックデータに関するシンポジウムを年内に開催する経緯・必要性に
ついて説明があった。 

— 笠原連携会員および伊藤連携委員からの情報提供も踏まえて、開催予定シンポジウムの
具体的な内容を協議した結果、プログラム全体の流れは、概ね了解が得られた。今回の
議論を踏まえたプログラム修正案を各連携会員に送信し、ご意見をいただくこととなっ
た。 

— 寺崎委員長から、シンポジウムに向けての準備やシンポジウム前後での提言作成に向け
た作業スケジュール・役割分担について提案があった。 

— 高倉副委員長より、前回議事録（平成30年1月23日、薬学委員会 医療系薬学分科会（第
24期・第1回））に基づいて、ビックデータ以外の分科会としての今期の活動方針につ
いて協議した。 

— 寺崎委員長より、全ての連携会員がどれかの課題を担当する方針が示された。ただし、
寺崎委員長、高倉副委員長を含めて、望月第二部会員と橋田連携会員は全体を統括する
役割を担っていただく。 

◎ 議題（３）その他 

— 望月第二部会員より、日本学術会議からマスタープランの提案に関する依頼があったの
で、回答をお願いしたい旨の依頼があった。  


